
太古から知られている鍾乳洞「備中鍾乳穴」 

上房台（備中鐘乳穴、岩屋の穴、上野呂カルスト） 

指定区分 県指定天然記念物

読みかた
じょうぼうだい　びっちゅうかなちあな　い
わやのあな　うえのろかるすと

所在地
真庭市上水田、阿口、下呰部　（旧北房
町）

指定年月日 昭和32年11月5日

解説

【備中鍾乳穴】全長は800mのうち300mが
観光洞として利用され、洞内富士、五重塔
やマリア像など大自然が作り上げた神秘
的な鍾乳石が点在する。　【岩屋の穴】総
延長約600mの鍾乳洞。　【上野呂カルス
ト】真庭市北房支局の北側の山にカルスト
台地が広がっている。全体が凹地形で、さ
らに細かく小さなドリーネが形成されてい
る。凹地内は現在は茶園に利用されてい
る。

アクセス方法
【備中鐘乳穴】北房ICから約6km　【岩屋の
穴】北房ICから約13km阿口小学校西方の
谷の北側斜面

公開状況
【備中鐘乳穴】入場：9～17時(冬期は16時
まで)※1～2月は土日祝祭日のみ / 有料
/ 問：北房鐘乳洞観光(株) 0866-52-2962

設備

備中鐘乳穴のみ

備考
備中鐘乳穴では7月になると周囲にキンボ
タルが飛び交います。



していくぶん
（指定区分）

県指定天然記念物

ぶんかざいめい
（文化財名）

上房台（備中鐘乳穴、岩屋の穴、上野呂カ
ルスト）

よみかた
じょうぼうだい　びっちゅうかなちあな　い
わやのあな　うえのろかるすと

しょざいち
（所在地）

真庭市上水田、阿口、下呰部　（旧北房
町）

していしたひ
（指定した日）

昭和32年11月5日

せつめい

上房台（じょうぼうだい）の備中鍾乳穴
（びっちゅうしょうにゅうけつ）は、中に入っ
て見学することができます。富士（ふじ）、
五重塔（ごじゅうのとう）、マリア像（ぞう）の
ようなかたちの、自然（しぜん）が作り上げ
た神秘的（しんぴてき）な鍾乳石（しょう
にゅうせき）があります。古くから人々に知
（し）られていた鍾乳洞（しょうにゅうどう）で
す。

きっずページ


